
い
ね
い
に
手
順
と
合
意
を
重
ね
た
の

だ
が
、大
事
な
節
目
を
前
に「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」は
大
き
く
揺
ら
い
だ
。

消
費
税
10
％
ア
ッ
プ
の
再
延
期
は
想
像
以
上

の
衝
撃
を
広
げ
る
だ
ろ
う
。

国
民
会
議
か
ら

一
体
改
革
へ

　

も
う
い
ち
ど
、こ
の
一
体
改
革
に
至
る
経

緯
を
振
り
返
ろ
う
。

　

民
主
党（
当
時
）の
野
田
政
権
時
代
、自
民

党
、公
明
党
と
の
三
党
合
意
で「
社
会
保
障
制

度
改
革
国
民
会
議
」（
以
下
、国
民
会
議
）が
設

け
ら
れ
た
。首
相
官
邸
で
の
3
回
目
の
会
議

か
ら
安
倍
政
権
へ
ご
く
自
然
に
継
が
れ
た
。

委
員
15
人
の
末
席
に
座
っ
た
筆
者
は
、「
三
党

合
意
」の
重
み
を
実
感
し
た
。討
議
は
計
10
回

に
及
び
、2
0
1
3
年
8
月
、報
告
書
を
提
出

し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
12
月
、通
称「
社
会
保
障
改

革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」が
成
立
し
、消
費
税
10
％

引
き
上
げ
と
改
革
へ
の
詳
細
な
工
程
が
定
め

ら
れ
た
。

　

国
民
会
議
で
は
特
に「
医
療
」を
集
中
討
議

し
、超
高
齢
社
会
に
応
じ「
病
院
完
結
型
」か

ら「
地
域
完
結
型
」へ
の
転
換
を
求
め
た
。

　

つ
ま
り
病
院
群
を
高
度
急
性
期
、急
性
期
、

回
復
期
等
の
機
能
別
に
再
編
成
す
る
。入
院

期
間
を
短
縮
し
病
床
の
回
転
数
を
早
め
病
床

数
を
抑
え
る
。受
け
入
れ
先
と
し
て「
か
か
り

つ
け
医
」を
軸
に
地
域
で
の
療
養
・
介
護
・
看

取
り
を
広
げ
る
。完
治
は
難
し
い
高
齢
患
者

の
急
増
に
対
し「
治
す
医
療
」か
ら「
治
し
、支

え
る
医
療
」へ
の
変
革
で
あ
る
。

　

最
難
問
の
病
院
の
機
能
別
再
編
成
は
、地

域
ご
と
の
医
療
ニ
ー
ズ（
患
者
数
）を
推
計
し
、

必
要
な
病
床
数
を
割
り
出
す「
デ
ー
タ
に
よ

る
制
御
」を
提
唱
し
た
。市
町
村
の
国
民
健
康

保
険（
国
保
）を
県
単
位
に
切
り
替
え
る
の
も
、

零
細
な
国
保
の
救
済
策
だ
け
で
は
な
く
、都

道
府
県
に
医
療
提
供
体
制
の
舵
取
り
役
に
な
っ

て
も
ら
う
狙
い
だ
。

　

診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
で
は
病
院
の
統
合
・

集
約
、介
護
サ
ー
ビ
ス
整
備
等
の
費
用
捻
出

は
難
し
く
、「
基
金
」創
設
を
提
唱
し
、「
地
域

医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
」の
設
置
に
繋
が
っ

た
。山

場
に“
ガ
ス
欠
”の
恐
れ

　

こ
の
一
連
の
改
革
工
程
は
18
年
度
に
大
き

て
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国の歳出と税収の推移
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平成以降、歳出と税収の差が特に拡大、借金が増加し、いわゆる「ワニの口」状態に

な
山
場
を
迎
え
る
。

　

病
床
数
等
を
定
め
る
都
道
府
県
ご
と
の
第

7
次
医
療
計
画
の
策
定
と
医
療
費
適
正
化
計

画
の
策
定
、国
保
の
県
単
位
化
の
施
行
、6
年

ご
と
の
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
同
時
改
定

―
。い
ず
れ
も
、こ
の
年
度
に
集
中
す
る
。

　

山
場
へ
向
け
て
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
む
時

期
に
消
費
税
2
％
分
引
き
上
げ
の
財
源
な
し

で
は“
ガ
ス
欠
”状
態
に
陥
る
。

　

同
時
に
、1
0
0
0
兆
円
超
の
史
上
最
悪

の
借
金
財
政
を
立
て
直
す
た
め
20
年
度
に
基

礎
的
財
政
収
支（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

＝
P
B
）を
均
衡
さ
せ
る
大
目
標
が
あ
る
。

　

そ
の
達
成
へ
同
じ
18
年
度
に
は
P
B
赤
字

を
国
内
総
生
産（
G
D
P
）比
1
％
程
度
に
抑

え
る
中
期
目
標
を
掲
げ
た
の
だ
が
、早
く
も

放
棄
同
然
に
な
っ
た（
図
参
照
）。

　

も
と
も
と
消
費
税
5
％
引
き
上
げ
の
う
ち

4
％
分
は
社
会
保
障
制
度
の
維
持
に
充
て
、

せ
め
て
1
％
分
は
子
育
て
支
援
を
含
め
制
度

の
改
善
・
改
革
に
使
う
約
束
で
あ
る
。社
会
保

障
と
税
財
源
と
い
う「
車
の
両
輪
」の
片
方
に

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
は
、前
へ
進
み
よ
う

が
な
い
で
は
な
い
か
。

「
奴
雁
」不
在
の
政
治
危
機

　

確
か
に
大
企
業
は
相
次
い
で
過
去
最
高
益

を
更
新
し
た
。失
業
率
は
極
め
て
低
く
、少
子

化
を
背
景
に
企
業
の
求
人
意
欲
も
強
い
。だ
が
、

な
ぜ
内
需
は
低
迷
し
、経
済
成
長
率
は
目
標

の
実
質
2
％
ど
こ
ろ
か
1
％
に
も
届
か
な
い

の
か
。

　
「
医
療
・
介
護
の
支
え
は
大
丈
夫
か
」「
我
が

子
を
保
育
所
に
預
け
ら
れ
る
の
か
」「
年
金
は

破
綻
し
な
い
か
」「
少
子
化
に
よ
る
市
場
縮
小
・

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、財
団
法
人
・
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事
長
。

財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

人
材
難
を
ど
う
す
る
の
か
」―
。そ
ん
な
不
安

症
候
群
が
広
が
る
。

　

先
行
き
に
不
安
・
不
信
が
漂
う
と
、個
人
も

企
業
も
財
布
の
口
を
堅
く
閉
め
、自
己
防
衛

に
走
る
。そ
の
個
々
の
正
し
い
判
断
・
行
動
が

社
会
全
体
に
と
っ
て
経
済
の
低
迷
や
社
会
の

萎
縮
を
引
き
起
こ
す
。経
済
の
初
歩
的
な
真

実「
合
成
の
誤ご

び
ゅ
う謬
」が「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」の
前

に
立
ち
は
だ
か
る
。

　

国
民
会
議
報
告
書
の「
国
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」で
、会
長
の
清
家
篤
・
慶
応
義
塾
長
は
、塾

の
創
設
者
・
福
沢
諭
吉
の
言
葉
を
引
き「
学
者

は
国
の
奴ど

が
ん雁
な
り
」と
記
し
た
。

　

奴
雁
と
は「
雁
の
群
れ
が
一
心
に
餌
を
啄

つ
い
ば

ん
で
い
る
と
き
、一
羽
首
を
高
く
揚
げ
て
遠

く
を
見
渡
し
、難
に
そ
な
え
る
雁
の
こ
と
」。

　

そ
ん
な
姿
勢
で
討
議
し
た
、と
の
自
負
だ
が
、

い
ま
切
望
さ
れ
る
の
は
、「
奴
雁
」と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
政
治
家
と
政
党
だ
。

　

選
挙
対
策
に
追
わ
れ
、野
党
も
こ
ぞ
っ
て

消
費
増
税
に
反
対
や
再
延
期
を
叫
び
、若
い

世
代
へ
ツ
ケ
を
回
す
政
治
状
況
は
や
り
き
れ

な
い
。
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